
２０２１年度　事業報告書
期間：２０２１年４月1日 〜 ２０２２年３月３１日

一般社団法人B-BALLY'd
代表理事　須田将広

＜事業の概要＞
２０２１年度年度の一般社団法人B-BALLY'dは、次年度の円滑活動につながる内容にするべく、特に下記
４点の内容で活動してきました。また、本年度は世界中で猛威を振るった新型コロナウイルス感染症によっ
て、いくつかの予定事業が余儀なく変更されたものもあります。
● 新型コロナウィルス感染拡大に合わせて、定期練習会にてZOOM講習会を実施
● 淀川河川敷にてクロストレーニング（サッカーとラグビー）を実施
● オンラインコンテンツ【ビバリードスキルチャレンジオンライン】を実施
● 枚方ふれあい会マラソン大会のブースイベントに出展

1.育成事業
　ア) 新型コロナウィルス感染拡大に合わせた活動を展開

a) 定期練習会にてZOOM講習会を実施
　　　 i.「イメージが上達のコツ」三宅浩史氏
　　　ii.「ENEOSつながるクリニック」ENEOSサンフラワーズ

b) 淀川河川敷にてクロストレーニング（サッカーとラグビー）を実施

　　

c) オンラインコンテンツ【ビバリードスキルチャレンジオンライン】を実施
　　新型コロナウィルス感染拡大を受けて、家でも練習できるように自主練習動画を作成し、
　　会員に配信した。おおむね好評であり、スキルテストをしようと企画はしていたが集まる
　　機会がなかなかなく、次年度へ持ち越しとしました。

d) 枚方ふれあい会マラソン大会のブースイベントに出展



　　

e) デフスポーツイベント（デフアカデミー主催）

　　 　

　イ) 外部コーチを招いてのクリニックの開催
a) 前年度に続き、下記のバスケットボールクラブで指導されている指導実績豊富なコーチを講師
として招き、外部クリニックを定期開催しています（次年度以降も継続）。

i. SKILL ELEMENTS　KIKOコーチ（奈良）
ii. JORKERS代表　中嶋憲治コーチ（大阪）

２．活動資金
1. 募金

a) 前年度に続き、募金箱の設置はコロナ禍のため実現できませんでした。次年度に持ち越しま
す。

2. スポンサー
a) 前年度に続き、スポンサー契約については、自粛下の時期が多かったため、積極的な活動はで
きませんでした。

3. 助成金
a) 年度内に１件の申請を行いましたが、不採択となりました。

以上


